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章末 附属資料・用語解説 

１ 水道に関するお客さま意識調査の結果 

 今後の水道事業運営の参考とするため、水道をご使用いただいているお客さまに、水

道に関する意識や行動についてお伺いし、さらなるお客さまサービスの向上を目指すこ

とを目的に「水道に関するお客さま意識調査」を２０１８（平成３０）年４月に実施し

ました。なお、各設問での追加の問に対し、「無回答」を選択された場合は「その他」

に含めて集計しています。 

  

（１） 調査概要 

・目 的  お客さまサービスの向上を目指すために必要となる水道事業に関する 

      お客さまの意識や行動などを把握する 

 ・対 象  住民基本台帳から無作為に抽出した３,０００人のお客さま 

 ・方 法  郵送 

 ・時 期  ２０１８（平成３０）年４月 

 ・配布数  ３,０００件 

 ・回収数  １,２４５件（回収率４１.５％） 

 ・性 別 

 

・年 齢 

 

 

 

 

回答者

男性 463人 ■ 37%

女性 754人 ■ 61%

無回答 28人 ■ 2%

計 1,245人 100%

選択肢 割合

37%

61%

2%

回答者

２０歳代 89人 ■ 7%

３０歳代 151人 ■ 12%

４０歳代 211人 ■ 17%

５０歳代 199人 ■ 16%

６０歳代 266人 ■ 22%

７０歳以上 303人 ■ 24%

無回答 26人 ■ 2%

計 1,245人 100%

選択肢 割合

7%

12%

17%

16%
22%

24%

2%
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（２） 集計結果 

 ○水道水について 

問１ 本市の水道水の安全性についてどう思いますか。 

 

（問１で「１」または「２」と回答した人） 

問１－１ 安全と思う理由は何ですか。（複数回答可） 

 

（問１で「３」または「４」と回答した人） 

問１－２ 不安と思う理由は何ですか。（複数回答可） 

・安全性については、「安心」「どちらかというと安心」と回答した人が８９％を占め、

その理由として「蛇口からきれいな水が出てくる」「浄水場できれいな水にしている」

「公営企業局が水質を検査している」を選んだ人が多く、お客さまから高い信頼を得て

いると考えています。 

回答者

１　安心である 518人 ■ 42%

２　どちらかというと、安心である 586人 ■ 47%

３　どちらかというと、不安である 107人 ■ 9%

４　不安である 19人 ■ 1%

５　無回答 15人 ■ 1%

計 1,245人 100%

選択肢 割合

42%

47%

9%
1%

1%

3%

11%

11%

26%

40%

40%
66%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

おいしいから

水源の水質が良いから

塩素で消毒されているから

松山市公営企業局が水質を検査しているから

浄水場できれいな水にしているから

蛇口からきれいな水が出てくるから

19%

9%

18%

19%

27%

29%

33%
37%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

その他

水道水に色がついて見えることがあるから

錆などの不純物が混ざっていることがあるから

季節によって水温が変わるから

新聞などで水道水の水質が話題になったから

集合住宅の貯水槽の管理が不安だから

においがするから

なんとなく不安なイメージがあるから
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問２ 水道水を主にどのようにして飲んでいますか。 

 

（問２で「５」と回答した人） 

問２－１ 水道水を飲まない理由は何ですか。（複数回答可） 

 

（問２で「５」と回答した人） 

問２－２ どのような水を主に飲んでいますか。 

 

 

・水道水を「そのまま、または冷やして飲む」との回答は１５％ですが、何らかの方法

で飲んでいる人を含めると、８３％の人が飲用しています。 

・水道水を飲んでいない人は８％で、ミネラルウォーターやスーパーなどで配布してい

る水、宅配水などを飲用しています。 

 

 

 

 

 

 

回答者

１　そのまま、または冷やして飲む 189人 ■ 15%

２　一度沸かし、お湯や湯冷ましにし
　　て飲む

275人 ■ 22%

３　浄水器や整水器などを通して飲む 247人 ■ 20%

４　お茶やコーヒーなどにして飲む 330人 ■ 26%

５　飲んでいない　 96人 ■ 8%

６　その他 108人 ■ 9%

計 1,245人 100%

選択肢 割合

15%

22%

20%

26%

8%
9%

19%

17%

26%

27%

28%

29%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

その他

特に理由はない

塩素が含まれているから

飲む習慣がないから

おいしくないから

安全性に不安があるから

回答者

１　井戸水 4人 ■ 4%

２　湧き水 3人 ■ 3%

３　ミネラルウォーター（ボトル水） 48人 ■ 50%

４　宅配水 11人 ■ 11%

５　スーパーなどで配布している水 13人 ■ 14%

６　その他 17人 ■ 18%

計 96人 100%

選択肢 割合

4%
3%

50%
11%

14%

18%
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問３ 水道水は、法令で水質検査項目が定められており、その項目数はミネラル 

ウォーターより多いことをご存知ですか。 

 

 

問４ 水道水には、水中の細菌などが繁殖しないように塩素で消毒していること 

をご存知ですか。 

 

 

・問３と問４の結果から、８割以上の人が水道水は塩素で消毒していることを知ってい

た一方で、ミネラルウォーターより水道水の方が水質の検査項目が多いことを知らない

人が８割以上いたことから、水道水がより安全な水であることを知っていただく良い機

会になったと思います。 

 

問５ 本市では、漏水防止のために水圧を抑えていますが、水道水の出具合（水圧） 

についてどのように感じますか。 

 

 

・９割以上の人は水道水の出具合に満足していただいていることが分かった一方で、わ

ずかですが４％の人は「もっと水の出をよくしてほしい」との回答でした。 

 

 

回答者

１　知っている 195人 ■ 16%

２　知らない 1,019人 ■ 82%

３　無回答 31人 ■ 2%

計 1,245人 100%

選択肢 割合
16%

82%

2%

回答者

１　知っている 1,071人 ■ 86%

２　知らない 143人 ■ 11%

３　無回答 31人 ■ 3%

計 1,245人 100%

選択肢 割合

86%

11%
3%

回答者

１　もっと水の出をよくしてほしい 55人 ■ 4%

２　今のままでよい 1,145人 ■ 92%

３　さらに水の出を抑えたほうがよい 34人 ■ 3%

４　無回答 11人 ■ 1%

計 1,245人 100%

選択肢 割合
4%

92

%

3%

1%
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 ○節水について 

問６ 節水についてどのような意識をお持ちですか。 

 

（問６で「１」または「２」と回答した人） 

問６－１ 節水を心掛けている理由は何ですか。（複数回答可） 

 

（問６で「３」または「４」と回答した人） 

問６－２ 節水を心掛けていない理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 

・節水について、「いつも心掛けている」「どちらかというと心掛けている」との回答が

８８％を占め、多くの人が日頃から節水意識を持っていることが分かります。 

・また、その理由として、「水は限りある資源であること」「松山市は水が不足している

こと」「渇水を経験したこと」などを挙げています。 

・その一方で、「水はいくらでもある」と答えた人はいませんでした。 

 

 

回答者

１　いつも節水を心掛けている 323人 ■ 26%

２　どちらかというと節水を心掛けて
    いる

776人 ■ 62%

３　節水は必要だと思うが、普段は心
    掛けていない

135人 ■ 11%

４　節水を全く心掛けていない 5人 ■ 0%

５　無回答 6人 ■ 1%

計 1,245人 100%

選択肢 割合

26%

62%

11%
0%

1%

2%
1%

19%
51%
53%
55%

62%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

特に理由はない

松山市が節水を呼び掛けているから

渇水を経験したことがあるから

水道料金が安くなるから

松山市は水が不足しているから

水は限りある資源だから

0%
18%

9%
14%

19%
24%

35%

0% 10% 20% 30% 40%

水はいくらでもあるから

その他

水道料金に負担を感じないから

水道の使用量が少ないから

非衛生的だから

面倒くさいから

特に理由はない
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 ○水道管について 

問７ 水道メーターから屋内側で漏水が発生した場合、受水槽や蛇口などが故障 

した場合は、お客さま（建物の所有者など）が修理をすることになってい 

ますが、そのことをご存知ですか。 

 

 

 ○水道料金について 

問８ 水道料金は２か月分をまとめて（下水道を使用されている場合は下水道使用 

料も含みます）お支払いいただいています。現在の水道料金についてどの 

ように思われますか。 

 

 

問９ 問８で「４」「５」と回答した人で、そのように感じる理由は何ですか。 

（２つまで選択可） 

 

 

・現在の水道料金については、３２％の人が「妥当である」と回答している一方で、 

５３％の人が「高い」又は「どちらかといえば高い」と感じており、その理由としては

「家計に占める割合」と「他の市町村と比べて」が上位となっています。 

回答者

１　知っている 770人 ■ 62%

２　知らない 425人 ■ 34%

３　無回答 50人 ■ 4%

計 1,245人 100%

選択肢 割合

62

%

34

%

4%

回答者

１　安いと感じる 9人 ■ 1%

２　どちらかといえば安いと感じる 37人 ■ 3%

３　妥当である 398人 ■ 32%

４　どちらかといえば高いと感じる 389人 ■ 31%

５　高いと感じる　 274人 ■ 22%

６　わからない 138人 ■ 11%

計 1,245人 100%

選択肢 割合
1%
3%

32%

31%

22%

11%

5%

4%

13%

18%

28%

40%

41%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

その他

特に理由はない

他の公共料金（電気、ガス等）と比べて

２か月分をまとめた請求だから

水道料金と下水道使用料をまとめた請求だから

他の市町村の水道料金と比べて

家計に占める水道料金の割合
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 ○地震などの災害対策について 

問１０ 東日本大震災や熊本地震など、近年の大地震では水道にも大きな被害が 

でました。災害対策には多額の費用を要しますが、本市では計画的に実 

施しているところです。今後、どのような方針で整備を進めるのがよい 

と思いますか。 

 

 

・災害対策については、「水道料金の値上げをしても、今まで以上に積極的に進めてい

く」と回答した人はわずか４％であり、７２％の人が「水道料金への影響を最小限にし

ながら、現在の計画通りに進めていく」と回答しています。 

 

問１１ 本市では、災害時に避難所となる小・中学校で、応急給水活動ができる 

よう応急給水栓を整備し、あわせて受水槽を経由せず水道管と直接つな 

がっている水飲み場「のめるん」を設置していますが、そのことをご存 

知ですか。 

 

 

・応急給水栓等の整備は、２０１６（平成２８）年度にモデル地区３か所から始め、 

２０１７（平成２９）年度には７か所と、計画的に進めていますが、８４％の人が「知

らない」との回答でした。 

・今後も、２０２６年度までに７５か所の小・中学校に整備しますので、広報紙を活用

するなど機会あるごとに市民の皆さんに周知するとともに、各地域の防災訓練の際に使

用することで地震など災害に強い水道づくりの取り組みを進めます。 

 

回答者

１　水道料金を値上げしても、今まで
　　以上に積極的に進めていく

52人 ■ 4%

２　水道料金への影響を最小限にしな
　　がら、現在の計画通りに進めていく

897人 ■ 72%

３　水道料金に影響がないように、現
　　在の計画を縮小して進めていく

127人 ■ 10%

４　水道料金を値上げして、災害対策に
　　費用をかけるべきではない

16人 ■ 1%

５　わからない 104人 ■ 9%
６　その他 49人 ■ 4%

計 1,245人 100%

選択肢 割合

4%

72%

10%

1% 9%

4%

回答者

１　知っている 156人 ■ 12%

２　知らない 1,042人 ■ 84%

３　無回答 47人 ■ 4%

計 1,245人 100%

選択肢 割合
12%

84%

4%
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問１２ あなたの家庭では災害に備えて、１人あたりどのくらいの量の飲料水を 

備蓄していますか。 

 

 

・大規模災害に備え、市民の皆さんには「３リットル×家族の人数×７日」の備蓄をお

願いしている中で、７日分を備蓄している家庭はわずか２％と、多くの家庭で非常時に

必要とされる飲料水は確保されていない状況です。 

・また、「備蓄していない」との回答が３５％にも上ったことから、引き続き、飲料水

の備蓄の重要性を周知していく必要があります。 

 

問１３ 飲料水の備蓄以外で、災害に備えた水に関する対策をしていますか。 

  （複数回答可） 

 

 

・飲料水の備蓄以外の備えに関する回答では、「給水所から水を持ち帰る飲料水袋など

を用意」が２７％、「浴槽に水を抜かずに残している」が２３％など、対策を講じてい

る人がいる一方で、半数以上の人が「何もしていない」と回答していることから、災害

に備えた水の備蓄について啓発していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

回答者

１　３リットル未満 336人 ■ 27%

２　３リットルから９リットル程度 276人 ■ 22%

３　１０リットルから２０リットル程度 133人 ■ 11%

４　２１リットル以上 22人 ■ 2%

５　備蓄していない 438人 ■ 35%

６　無回答 40人 ■ 3%

計 1,245人 100%

選択肢 割合

27%

22%
11%

2%

35%

3%

5%

6%

23%

27%

51%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他

雨水を溜めている

浴槽の水を抜かずに残している

給水所から水を持ち帰る飲料水袋などを用意

何もしていない



 

63 

 

 ○広報について 

問１４ 松山市公営企業局では、様々な媒体で水道事業のＰＲを行っています。 

次のうち、どの媒体からあなたは水道の情報を得ていますか。 

（複数回答可） 

 

 

問１５ 水道に関する情報で、知りたいと思う情報は何ですか。 

  （３つまで回答可） 

 

 

・水道に関する情報は、５６％が「広報まつやま」から、また、２２％が企業局独自に

発行（２０１７年３月から）し始めた折り込みチラシ「まつやまの水道」から得ている

ことから、今後もこれらの媒体を活用しつつ、様々な媒体で水道事業のＰＲを行ってい

きます。 

・また、水道に関しお客さまが知りたい情報は、「水源状況（石手川ダムの貯水率等）」

が６１％と最も多く、次いで「水道料金」「水質管理」「災害対策」に関する情報が上位

を占めています。 

 

4%

2%

3%

5%

6%

14%

19%

22%

28% 56%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他

パンフレット

松山市のホームページ

イベント・防災訓練

企業局発行の情報誌「ていれぎ」

テレビＣＭ

情報を得たことがない

折り込みチラシ「まつやまの水道」

使用水量・料金のお知らせ票

広報まつやま

4%

5%

5%

7%

10%

15%

39%

43%

43%

61%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

水道フェスタなどの各種イベント情報

興味のある情報はない

水道事業の経営

水道工事の予定

節水

災害対策

水質管理

水道料金

水源状況（石手川ダムの貯水率等）
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○水道事業について 

問１６ 本市の水道サービス全般に対して、どのように思われますか。 

 

 

（問１６で「４」または「５」と回答した人） 

問１６－１ どのようなことについてご不満ですか。（３つまで回答可） 

 

 

問１７ 今後、本市の水道事業で力を入れるべきことは何だと思いますか。 

      （３つまで回答可） 

 

・今後、水道事業で力を入れるべきことについては、「安全な水道水を供給するための

水質管理」との回答が７６％と最も多く、次いで「地震などの災害に強い水道施設の整

備」が６８％となっています。 

回答者

１　満足している 131人 ■ 11%

２　どちらかというと、満足している 577人 ■ 46%

３　どちらともいえない 424人 ■ 34%

４　どちらかというと、不満である 49人 ■ 4%

５　不満である 11人 ■ 1%

６　無回答 53人 ■ 4%

計 1,245人 100%

割合選択肢

11%

46%

34%

4%
1%
4%

12%
5%
7%

12%
12%

17%
22%
25% 65%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

道路上の漏水対応など水道管の工事

地震などの災害対策

安全な水の供給

おいしい水の供給

水質検査など水道事業に関する情報提供

断水のない安定した給水

水源水質の保全

水道料金に関すること

9%

3%

7%

10%

27%

34%

68%

76%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

広報・広聴活動の強化

環境負荷低減に向けた取り組み

お客さまサービスの向上

経費の削減などの経営の効率化

おいしい水道水の供給

地震などの災害に強い水道施設の整備

安全な水道水を供給するための水質管理
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２ 松山市公営企業局水道事業経営問題懇談会の審議経過 

○松山市公営企業局水道事業経営問題懇談会設置要綱 

平成８年３月２１日 企業局要綱第２号 

（以後３度の改正を実施） 

（設置） 

第１条 松山市水道事業の経営に資するため，松山市公営企業局水道事業経営問題懇談会

（以下「懇談会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 懇談会は，水道事業の経営方針等に関する事項について，意見交換を行う。 

（組織） 

第３条 懇談会は，委員２０人以内で組織する。 

（委員） 

第４条 委員は，次に掲げる者のうちから松山市公営企業管理者（以下「管理者」とい

う。）が委嘱する。 

(1) 学識経験者 (2) 水道利用者 (3) 水道事業関係者 

２ 委員の任期は，委嘱の日から当該年度の３月３１日までとする。ただし，再任は妨げ

ない。 

（会議） 

第５条 懇談会は，必要に応じて管理者が招集する。 

（庶務） 

第６条 懇談会の庶務は，管理部企画総務課において処理する。 

（雑則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか，懇談会の運営について必要な事項は，管理者が別

に定める。 

付 則 この要綱は，平成８年４月１日から施行する。 

付 則（平成１０年企業局要綱第２号）この要綱は，平成１０年４月１日から施行する。 

付 則（平成１６年企業局要綱第１号）この要綱は，平成１６年４月１日から施行する。

付 則（平成２３年企業局要綱第１号）この要綱は，平成２３年６月７日から施行する。 
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【審議経過】 

 

 

 

 

 

　第１回松山市公営企業局水道事業経営問題懇談会

開催日  ２０１７（平成２９）年８月２２日（火）

新水道ビジョンまつやま２０１９（経営戦略）の策定について
（１）水道事業が直面している課題と国の方針
（２）本市の概況と経営戦略策定のポイント

　第２回松山市公営企業局水道事業経営問題懇談会

開催日  ２０１７（平成２９）年１１月１５日（水）

新水道ビジョンまつやま２０１９（経営戦略）の策定について（第２回）
（１）前回のポイントの説明
（２）現行ビジョン（Ｈ２１～Ｈ３０年度）の進捗状況
（３）類似団体等との経営比較
（４）現行ビジョン策定時との比較
（５）アセットマネジメントによる投資・財政計画の試算

　第３回松山市公営企業局水道事業経営問題懇談会

開催日  ２０１８（平成３０）年２月１４日（水）

新水道ビジョンまつやま２０１９（経営戦略）の策定について（第３回）
（１）前回までのポイントの説明
（２）水道施設の更新計画
（３）財政収支計画と財源確保策

　第４回松山市公営企業局水道事業経営問題懇談会

開催日  ２０１８（平成３０）年１０月１０日（水）

新水道ビジョンまつやま２０１９（経営戦略）の策定について（第４回）
（１）前回までのポイントの説明
（２）水道に関するお客さま意識調査の結果
（３）新水道ビジョンまつやま２０１９（経営戦略）の概要

　第５回松山市公営企業局水道事業経営問題懇談会

開催日  ２０１８（平成３０）年１２月４日（火）

水道ビジョンまつやま２０１９（経営戦略）の策定について（第５回）
（１）水道ビジョンまつやま２０１９（水道事業経営戦略）原案の説明

　第６回松山市公営企業局水道事業経営問題懇談会

開催日  ２０１９（平成３１）年３月１８日（月）

水道ビジョンまつやま２０１９（水道事業経営戦略）の策定について（第６回）
（１）水道ビジョンまつやま２０１９（水道事業経営戦略）最終案の取りまとめ

　　

審議
内容

審議
内容

審議
内容

審議
内容

審議
内容

審議
内容
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３ 用語解説 

 

 

用　語　等 解　　　　　　説 ページ

　【あ】

アセットマネジメント

アセットマネジメントは、水道施設のライフサイクルを勘案した長期的な
視点で効率よく施設や管路などの資産管理を行い、出来るだけ低コストで
維持・修繕・更新していく計画と財政計画を調合させていく手法のことで
す。

２８
６６

インフラ長寿命化計画
（行動計画）

水道事業のインフラ長寿命化計画（行動計画）は、今後、インフラの老朽
化が急速に進行し、維持管理・更新等の費用が増大する中で、予防保全型
維持管理の導入や必要性の低い施設の統廃合等によるトータルコストの縮
減と予算の平準化を推進していくために、厚生労働省が２０１５（平成２
７）年３月に定めた行動計画です。

２６

応急給水栓

応急給水栓は、災害時に仮設の蛇口を設置して給水所として利用できるよ
うに、給水区域内にある指定避難所（小・中学校）に２０１６（平成２
８）年度から順次設置している給水栓です。

３３
３５
３９

　【か】

基幹管路

基幹管路は、導水管、送水管及び口径が３００ｍｍ以上の配水管（配水本
管）の名称です。

９
１５
３３
３９

救護所

救護所は、本市が災害時に小・中学校などの避難所等に設置する医療救護
所２８か所のことであり、「災害時の医療救護活動についての協定書」に
基づき、医療救護活動が実施されるため重要施設に位置づけています。

３３
３９

旧耐震基準

旧耐震基準は、阪神・淡路大震災を教訓として２００８（平成２０）年度
に「水道施設の技術的基準を定める省令」が改正される前の耐震基準であ
り、この基準に基づき整備された施設については、耐震診断を行い必要に
応じて耐震化等に取り組んでいます。

１５

クリプトスポリジウム
クリプトスポリジウムは、寄生性の原生動物（原虫）で、人の腸管に感染
して下痢を起こす病原微生物です。

７
８

経営戦略

経営戦略は、地域の将来像を見据えた中長期的な視点で、サービスの維持
と投資・財政の均衡を図るなど経営の「見える化」を行った１０年以上の
収支計画です。

１９
２６

経常収支比率

経常収支比率は、維持管理費や支払利息等の経常費用が給水収益等の経常
収益によってどの程度賄えているかを示すもので、収益性を表わす指標で
す。この指標が１００％未満であれば経常損失が生じています。

４５
５４

減価償却費

減価償却費は、水道施設や管路などの資産が整備後の供用開始により、毎
年度ルールに従って償却されている現金支出を伴わない費用のことで、水
道料金算定要領では、人件費や動力費などと一緒に営業費用に含まれてい
ます。

４４
５０

高金利企業債の繰上償還

高金利企業債の繰上償還は、市町村合併後の職員数の削減や借入残高の縮
減などを推進する地方公営企業で経営健全化計画の策定・実施を条件に、
過去に地方公営企業が借り入れた５％以上の高金利の公的資金（財政融資
資金など）について、２００７（平成１９）年度から２０１２（平成２
４）年度にかけ、補償金を免除したうえでの繰上償還等が認められた特例
措置のことです。

４３

硬質塩化ビニル管
（ＶＰ）

硬質塩化ビニル管は、小口径の配水管や給水管に使用され、耐食性や耐電
食性は高いものの、熱や衝撃には弱いことから地震等で被害が多く安全性
の低い管種です。

２０
２１
３６

固定比率

固定比率は、自己資本に対する固定資産の割合を示すもので、財務の安定
性を表わす指標です。この数値が１００％を超えてくると借入金で設備投
資を行っていることになり、償還や利息の負担に注意が必要となります。

４５
５４
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用　語　等 解　　　　　　説 ページ

　【さ】

資産維持率

資産維持率は、給水サービス水準の維持向上や施設実体の維持のために、
施設の建設、改良等に充当されるべき「資産維持費」の算定に用いられる
もので、維持すべき資産に対する適切な率のことです。日本水道協会が標
準としている資産維持率は３％とされています。

１０

自己資本構成比率

自己資本構成比率は、負債と資本をあわせた総資本に対する資本金や剰余
金などの自己資本の割合を示すもので、財務の健全性を表わす指標です。
この数値が低い場合は、相対的に企業債残高が多いと言えます。

２８
４５
５４

水道ＧＬＰ

ＧＬＰ（Ｇｏｏｄ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｐｒａｃｔｉｃｅ）は優良試
験所規範と訳され、水道水の水質検査の精度及び信頼性を保証する規範の
ことです。

３
３２
３７

水道モニター制度

水道モニター制度は、委嘱状を交付したモニターによる懇談会を年３回程
度開催する中で、本市の水道を使用されている皆さまから様々なご意見・
ご要望を伺うことでお客さまニーズの把握に努め、サービスの向上へと活
かしていくための制度です。

１２
４６

スマートメーター

スマートメーターは、双方向の通信機能を持った電子メーターのことであ
り、これまでの検針員による訪問検針から、システムを通じての自動検針
や使用量の詳細な把握を可能とする仕組みです。

４６

石綿セメント管

石綿セメント管は、昭和３０年代から４０年代まで水道管として多く使用
されてきましたが、老朽化による破損等で人体への影響が懸念され、１９
８５（昭和６０）年に製造が中止された材質の管です。本市で使用されて
きた管路は、国の財政支援を受けて２０００（平成１２）年までに安全な
材質の管へ布設替えしています。

５

送水管
送水管は、浄水場で浄水処理した水道水を高台に設置している配水池まで
送る水道管の名称です。

９
２４

　【た】

ダクタイル鋳鉄管
（ＤＩＰ）

ダクタイル鋳鉄管は、１９６１（昭和３６）年に日本水道協会の規格とな
り、強度や延伸性、たわみ性のある材質で新規に布設している管路の大半
で使用されている管種です。その中でも、継手部分に離脱防止機能がある
管種は耐震管として安全性に優れています。

２０
２１

長期的水需給計画
基本計画（改訂版）

長期的水需給計画（基本計画）は、「松山市節水型都市づくり条例」の趣
旨に基づき、２００４（平成１６）年２月に本市の水資源対策の方向性を
示した計画で、目標年次の経過と、この１０年間で顕在化してきた課題な
ど考慮して、２０１７（平成２９）年２月に改定した計画です。

１４

出前水道教室

出前水道教室は、市内の小学４年生を対象とした社会科の授業として、企
業局職員が学校に出向き、ビデオやパネル、実験を交えながら水道につい
て楽しく分かりやすく説明している取り組みです。

４６

導水管
導水管は、ダムなどの表流水を取水する施設から、水をきれいにする浄水
場まで繋いでいる水道管の名称です。

９
３９
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用　語　等 解　　　　　　説 ページ

　【な】

内部留保資金

内部留保資金は、建設改良費の補てん財源として活用することができる減
価償却費などの損益勘定留保資金と累積の利益剰余金の合計額です。

４９
５１

　【は】

配水管

配水管は、配水池から自然流下等でお客さまの自宅の前までを繋いでいる
水道管で、口径が３００ｍｍ以上のものを「配水本管」と呼び、それ未満
のものを「配水支管」と呼んでいます。また、自宅前の配水管から、宅内
の蛇口までの水道管は給水管と呼んでいます。

９
２４

ＰＤＣＡサイクル

ＰＤＣＡサイクルは、Ｐlan 、 Do 、 Check 、 Act　のそれぞれの頭文
字をつないだもので、計画、実施、評価、改善を繰り返しながら業務の改
善をはかる手法です。

５４

　【ま】

松山市水道事業建設改良
基金

松山市水道事業建設改良基金は、２０１２（平成２４）年３月２３日に制
定した「松山市水道事業建設改良基金条例」に基づき、近い将来、全面リ
ニューアルが必要となる市之井手浄水場など基幹浄水場の更新財源とし
て、２０１２（平成２４）年度から積立を行っている基金です。

３

　【や】

有形固定資産減価償却率

有形固定資産減価償却率は、償却資産における減価償却済の割合を示すも
ので、減価償却の進み具合や資産の経過年数を知ることができる指標で
す。

４５
５４

有収率

有収率は、給水量に対する有収水量の割合です。漏水を減らすことで有収
率を向上させることができます。
なお、『水道ビジョンまつやま２０１９』では管理指標等での「配水量」
の表記を水道統計で使用している「給水量」に読み替えて標記していま
す。

７
３６
５３

　【ら】

流動比率

流動比率は、流動負債に対する流動資産の割合を示すもので、財務の安全
性を表わす指標です。この数値が１００％を下回っていれば不良債権が発
生している可能性が高く、民間企業では２００％以上が望ましいと言われ
ています。

４５
５４

料金回収率

料金回収率は、給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えているかを示
すもので、経営状況の健全性を表わす指標です。公営企業の経営は、独立
採算性が基本であり、この数値は１００％以上が求められています。

４５
５４

料金収納率

料金収納率は、１年間の水道料金総調定額に対する決算確定時点に収納さ
れている収入の割合を示すもので、経営状況の健全性を表わす指標です。 ４５

５４
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４ 個別施設計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各浄水場の施設計画　（独自の更新基準80年以内）

容量
供用開始

時期
法定の

更新時期
2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

備　　考
（2029年度以降の予定）

市之井手 97,000㎥/日 1974年 2034年 2038年頃から更新予定

かきつばた 40,200㎥/日 1980年 2040年 2060年頃から更新予定

高井神田 32,600㎥/日 1978年 2038年 2058年頃から更新予定

垣生 20,000㎥/日 1960年 2020年 2031年頃から更新予定

竹原 － 1950年 2010年
基本

計画

基本

設計

詳細

設計
更新

工事

更新

工事

更新

工事

更新

工事

北条 7,900㎥/日 2016年 2076年 2089年頃から更新予定

久谷 4,500㎥/日 2016年 2076年 2094年頃から更新予定

院内 1,800㎥/日 1992年 2052年 水需要に応じて休止を検討

中野 517㎥/日 2007年 2067年 水需要に応じて休止を検討

各配水池の施設計画　（独自の更新基準80年以内）

容量
供用開始

時期
法定の

更新時期
2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

備　　考
（2029年度以降の予定）

市之井手 19,500㎥ 1968年 2028年 2038年頃から更新予定

桜ケ丘 60㎥ 1987年 1997年 廃止 2021年から廃止

溝辺① 4,600㎥ 1990年 2035年 2069年頃から更新予定

溝辺② 4,600㎥ 1998年 2058年 2077年頃から更新予定

祝谷東町 200㎥ 1991年 2051年 2071年頃から更新予定

湧ケ渕 530㎥ 1969年 2029年 2049年頃から更新予定

湯の山１ 180㎥ 1992年 2052年 2072年頃から更新予定

湯の山２ 700㎥ 1999年 2059年 2079年頃から更新予定

東野Ａ 3,700㎥ 1974年 2034年 2053年頃から更新予定

東野Ｂ 7,000㎥ 2000年 2060年 2078年頃から更新予定

県庁裏 900㎥ 1959年 2019年 休止 2020年から休止

城西 5,600㎥ 1963年 2023年 休止 2020年から休止

東雲 1,700㎥ 1953年 2013年 2016年から休止

浄
水
場

施設名

市
之
井
手
系
配
水
池

施設名
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容量
供用開始

時期
法定の

更新時期
2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

備　　考
（2029年度以降の予定）

平田 4,800㎥ 1978年 2038年 2056年頃から更新予定

三津 5,000㎥ 2018年 2078年 2082年頃から更新予定

興居島 800㎥ 1987年 2047年 2062年頃から更新予定

石風呂 480㎥ 1984年 2044年 2064年頃から更新予定

総合公園 14,000㎥ 1988年 2048年 2066年頃から更新予定

総合公園２ 5,500㎥ 1997年 2057年 2076年頃から更新予定

鷹子第１ 3,200㎥ 1979年 2039年 2058年頃から更新予定

鷹子第２Ａ 5,500㎥ 1977年 2037年 2056年頃から更新予定

鷹子第２Ｂ 8,000㎥ 2003年 2063年 2081年頃から更新予定

小野第１ 1,600㎥ 1981年 2041年 2060年頃から更新予定

小野第２ 200㎥ 1987年 2047年 2066年頃から更新予定

味生 6,100㎥ 1982年 2042年 2061年頃から更新予定

軽井沢 100㎥ 2008年 2053年 2088年頃から更新予定

北条第１Ａ 2,500㎥ 2007年 2052年 2085年頃から更新予定

北条第１Ｂ 2,500㎥ 2009年 2054年 2087年頃から更新予定

北条 550㎥ 1960年 2020年 2016年から廃止

鹿島 50㎥ 1969年 2029年 廃止 2025年から廃止

本谷 441㎥ 2006年 2051年 2086年頃から更新予定

河野１ 200㎥ 1962年 2022年 2016年から廃止

河野２ 600㎥ 1979年 2024年 2016年から廃止

常竹 943㎥ 1987年 2032年 2016年から廃止

光洋台 300㎥ 1976年 2036年 2056年頃から更新予定

大浦 300㎥ 1988年 2048年 2016年から廃止

浅海第１ 95㎥ 1969年 2029年 2016年から廃止

浅海第２ 180㎥ 1989年 2049年 2069年頃から更新予定

難波 526㎥ 1989年 2049年 2016年から廃止

才之原 68㎥ 1993年 2053年 2073年頃から更新予定

立岩 156㎥ 2006年 2051年 2071年頃から更新予定

久谷第１ 2,223㎥ 2015年 2075年 2092年頃から更新予定

久谷第２ 432㎥ 2015年 2075年 2093年頃から更新予定

久谷第３ 180㎥ 2015年 2075年 2093年頃から更新予定

久谷第４ 68㎥ 2015年 2075年 2093年頃から更新予定

北
条
地
区
配
水
池

久
谷
地
区

配
水
池

か
き
つ
ば
た
系

配
水
池

高
井
系

配
水
池

施設名

垣
生
系

配
水
池
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５ 管理指標の算定式と解説 

 

 

【目標１】 　安全で安心できる水の安定供給に努めます

管理指標の項目 算　定　式　と　解　説 備　考

ビニル管の残存率＝ビニル管の残存延長／管路延長×１００（％）

管路の延長に対する更新時期を迎え安全性が劣る硬質塩化ビニル管の残存
する割合を示すものであり、老朽管の更新を行うことで地震時に予測され
る管路の事故被害の軽減につながることから管路の健全性を表す指標で
す。

管路の更新率＝更新された管路延長／管路延長×１００（％）

管路の延長に対する更新された管路延長の割合を示すものであり、信頼性
確保のための管路更新の執行度合いを表す指標です。

有収率＝年間有収水量／年間給水量×１００（％）

年間給水量に対する年間有収水量の割合を示すものであり、水道施設を通
して供給される水量が、どの程度収益につながっているかを表す指標で
す。
なお、『水道ビジョンまつやま２０１９』では管理指標等での「配水量」
の表記を水道統計で使用している「給水量」に読み替えて標記していま
す。

水質基準不適合率＝水質基準不適合回数／全検査回数×１００（％）

年間の検査計画に基づき、全検査回数に対して１項目でも水質基準値を満
たさない回数の割合を示すものであり、安全で良質な水を供給するうえで
の安全性、信頼性を表す指標です。

　　　取水量１㎥当たりの水源保全投資額＝水源保全に投じた費用／
　　　年間取水量（円／㎥）

取水量１㎥当たりに対する水質保全への投資額を示すものであり、水道事
業体の水質保全への取り組み状況を表す指標です。

　　　水道施設侵入防止対策実施率＝監視カメラ等の設置済施設数／
　　　主要な配水池の施設数（１１か所）×１００（％）

施設の耐震化が終了した主要な配水池（3,000㎥以上）に対する警備対策
実施施設数の割合を示すものであり、配水池を経由して家庭まで水を送る
うえでの安全性、信頼性を表す指標です。

エ　水質基準
　　不適合率

独自の
業務指標

（旧ガイドライン
の業務指標）

カ　水道施設侵入
　　防止対策実施率

独自の
業務指標

オ　取水量１㎥
　　当たりの水源
　　保全投資額

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｂ１０２

ア　ビニル管の
　　残存率

独自の
業務指標

イ　管路の更新率

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｂ５０４

ウ　有収率

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｂ１１２
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【目標２】 　地震などの災害に強い水道を構築します

管理指標の項目 算　定　式　と　解　説 備　考

　基幹管路の耐震適合率＝基幹管路のうち耐震適合性のある管路延長／
　基幹管路延長×１００（％）

基幹管路の延長に対する耐震適合性のある管路延長の割合を示すものであ
り、地震災害に対する基幹管路の安全性、信頼性を表す指標です。

　　　　配水池の耐震化率＝耐震対策の施された配水池有効容量／
　　　　配水池等有効容量×１００（％）

全配水池容量に対する耐震対策の施された配水池の容量の割合を示すもの
であり、地震災害に対する配水池の安全性、信頼性を表す指標です。

　　　重要施設への給水ルート（配水支管）の耐震化状況＝
　　　重要施設への配水支管の耐震化が完了した数（か所）

重要施設までの給水ルート（配水支管）の耐震化を優先して進めており、
救急病院１４か所と救護所が設置される小中学校２４か所のうち、耐震化
が完了したか所数を示すものであり、地震災害に対する配水支管の安全
性、信頼性を表す指標です。

　　　応急給水栓整備率＝応急給水栓を整備した学校数／設置対象の
　　　応急給水栓計画校（７４校）×１００（％）

給水区域内の指定避難所である小・中学校７４校に対する応急給水栓の整
備の割合を示すものであり、地震災害等で広範囲の断水が発生した場合で
も、避難所等で生活用水が確保できる信頼性を高める度合いを表す指標で
す。

災害対応訓練実施回数＝年間の災害対策訓練実施回数（回／年）

１年間に災害対策訓練（住民を交えた応急給水訓練、災害想定シナリオで
の模擬訓練等）を実施した回数を示すものであり、自然災害に対する危機
対応性を表す指標です。

ア　基幹管路の
　　耐震適合率

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｂ６０６－２

イ　配水池の
　　耐震化率

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｂ６０４

ウ　重要施設への
　　給水ルート
　　（配水支管）の
　　耐震化状況

独自の
業務指標

オ　災害対応訓練
　　実施回数

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｂ２１０

エ　応急給水栓
　　整備率

独自の
業務指標
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【目標３】 　安定した経営基盤を将来へ引き継ぎます

管理指標の項目 算　定　式　と　解　説 備　考

　　　　　　　経常収支比率＝（営業収益＋営業外収益）／
　　　　　　　（営業費用＋営業外費用）×１００（％）

経常費用が経常収益によってどの程度賄われているかを示すものであり、
水道事業の収益性を表す指標です。

料金回収率＝供給単価／給水原価×１００（％）

給水原価に対する供給単価の割合を示すものであり、水道事業の経営状況
の健全性を表す指標です。

料金収納率＝料金納入額／調定額×１００（％）

１年間の水道料金総調定額に対して、決算確定時点で納入されている収入
額の割合を示すものであり、水道事業の経営状況の健全性を表す指標で
す。

　自己資本構成比率＝（資本金＋剰余金＋評価差額など＋繰延収益）／
　負債・資本合計×１００（％）

総資本（負債及び資本）に対する自己資本の割合を示すものであり、財務
の健全性を表す指標です。

　固定比率＝固定資産／（資本金＋剰余金＋評価差額など＋繰延収益）
　×１００（％）

自己資本に対する固定資産の割合を示すものであり、財務の安定性を表す
指標です。

流動比率＝流動資産／流動負債×１００（％）

流動負債に対する流動資産の割合を示すものであり、事業の財務安全性を
示す指標です。

　　　　給水収益に対する企業債利息の割合＝企業債利息／給水収益
　　　　×１００（％）

給水収益に対する企業債利息の割合を示すものであり、水道事業の効率性
及び財務安全性を示す指標です。

　　　　給水収益に対する企業債残高の割合＝企業債残高／給水収益
　　　　×１００（％）

給水収益に対する企業債残高の割合を示すものであり、企業債残高が経営
に及ぼす影響を示す指標です。

　　　　有形固定資産減価償却率＝有形固定資産減価償却累計額／
　　　　有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価×１００（％）

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを示
すものであり、資産の老朽度合いを表す指標です。

　　　　内部研修時間＝職員が内部研修を受けた時間×受講人数／
　　　　全職員数（時間／人）

職員一人当たりの内部研修の受講時間を示すものであり、技術継承及び技
術向上への取り組み状況を表す指標です。

　　　　水道事業の満足度（アンケート調査）＝アンケート調査での
　　　　お客さまの満足度（％）

３～５年程度ごとに本市の水道事業に対するお客さま意識調査を実施する
ものであり、本市の取り組みに対するお客さまの満足度を表す指標です。

　　　　給水量１㎥当たりＣＯ２排出量＝ＣＯ２排出量／年間給水量

　　　　×１０６（ｇ・ＣＯ２／㎥）

年間給水量に対するＣＯ２排出量の割合を示すものであり、環境保全への
取り組み度合いを表す指標です。
なお、『水道ビジョンまつやま２０１９』では管理指標等での「配水量」
の表記を水道統計で使用している「給水量」に読み替えて標記していま
す。

エ　自己資本
　　構成比率

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｃ１１９

オ　固定比率

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｃ１２０

イ　料金回収率

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｃ１１３

ウ　料金収納率

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｃ１２６

ア　経常収支比率

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｃ１０２

シ　給水量１㎥当たり
　　ＣＯ２排出量

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｂ３０３

独自の
業務指標

カ　流動比率

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｃ１１８

キ　給水収益に対する
　　企業債利息の割合

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｃ１０９

ク　給水収益に対する
　　企業債残高の割合

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｃ１１２

ケ　有形固定資産
　　減価償却率

総務省
経営比較
分析表

業務指標

コ　内部研修時間

水道事業
ガイドライン

業務指標
Ｃ２０３

サ　水道事業の満足度
　（アンケート調査）



 

75 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道ビジョンまつやま２０１９ 

（水道事業経営戦略） 

２０１９年３月発行 

発行 松山市公営企業局 

〒７９０－８５９０ 松山市二番町四丁目４番地６ 

（経営管理課）電話 ０８９（９９８）９８２８ 

      FAX  ０８９（９３２）０４５４ 

           E-mail:kg-zaimu@city.matsuyama.ehime.jp 

      http://www.city.matsuyama.ehime.jp 

 


